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にして感染対策を詰めることになる。 

   ・国民の命と安全を守るのが私の責務だ。国民の命を守れなくなったら開かない。 

○大会組織委員会・橋本聖子会長（6 月 3 日 BBC インタビュー） 

  ・五輪開催を「100 パーセント」確信していると発言。大会中の感染拡大等非常事

態に備えて「無観客も覚悟しなければいけないと想定している。」とも述べた。 

○G7 首脳 東京五輪開催日本支持へ（6 月 3 日共同ほか） 

・6 月 11 日～13 日英国で開催される G7 サミット首脳声明に、日本政府の強い要

請で東京五輪・パラを開催する日本への支持を盛り込む方向で調整中。 

 なお、事前キャンプについては、国内で１００を超える自治体が事前合宿の受け入

れを断念する一方で、感染症対策を講じつつ事前合宿を受け入れた自治体も既にある

状況。 

○ホストタウン１０５自治体が事前合宿受入れを断念（6 月 4 日読売新聞） 

  ・内閣官房によると、5 月 28 日時点で 528 自治体がホストタウンに登録。未登録

のキャンプ地を含め、105 自治体が受入れを断念。約 7 割は相手国から辞退。 

○豪ソフトボール選手団が事前合宿開始 

  ・豪ソフトボール代表選手団（29 人）が 6 月 1 日来日、群馬県太田市に到着、同

市には 7 月 17 日まで滞在。滞在期間中は毎日 PCR 検査を受検、行動範囲はホテ

ルと野球場に制限。市民との交流事業はすべて取りやめ。 

・選手たちは 5 日から市内の球場で全体練習、7 日は神奈川県厚木市のクラブチー

ムを招いて初めて練習試合。（豪側の意向で非公開） 

 

【本県の取組状況】 

東京オリンピックの開催については、IOC をはじめ主催者の責任において判断され

るものと理解している。 

事前キャンプについては、オリンピックが開催される前提で、政府が示した新型コ

ロナウイルス感染症対策を講じた上で 2021 年 7 月中旬から 8 月中旬にかけて事前キ

ャンプ受入の協定を締結しているジャマイカ及びフランスチームの受入を予定してい

る。変異株の流行が主流となった現在、県民の健康、安全を脅かす感染状況が発生する

可能性もあることから、以下のとおり対応する予定。 

・選手団は、宿泊施設と練習会場の往復のみに限定し、移動も原則として専用車両

を利用するなど、一般県民と隔離して３密回避策を徹底する。 

・選手団には毎日 PCR 検査を実施し、健康管理を徹底する。 

・事前キャンプの準備及び受入れに当たっては、外部の感染症対策専門家によるチ

ェック、指導を行う。 

・一般県民との接触を避けるため、サイン会や不特定多数の観客を入れての練習見

学等の交流行事は行わない。 
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